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一

锶| 

I
A 

必
に
結
合
す
る
乙
ミ
を
云
ふ
名
の
で
あ
る
。(

d
o'
t

i

?始
，め
て
ケ
ー
ザ
ルC

a
e
s
a
r

及
び
ア
ク
グ
ス
ツ
スA

U
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nary of G
r
e
e
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R
o
m
a
n
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p
t
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g
u
s
t
u
s

の
時
に
及
び
、可
及
的
そ
の
成
立
を
制
限
し
て 

而
し
て
、1

般
に
斯
く
の
如
き
組
合
は
、
中
央
政
府
の
勢
力
を
殺
が
ん
こ
と
を
試
み
、
特
許
主
義
を
採
用
し
、
 

ー
權
カ
雜
弱
な
る
か
、
又
は
.全
ぐ
存
在
せ
ざ
る
時
、
或
は
新
に
組
合
を
組
織
せ
む

S
欲
す
る
者
は
豫
め
政
府
の
特 

法
制
不
備
に
し
て
正
義
行
れ
難
ぐ
、
貧
窮
脤
恤
の
制
度|

許
を
必
要
S
す
る
こ
^
、
な
し
、
且
つ
容
易
に
許
可
の 

設
立
せ
ら
る
S
も
の
な
く
、
個
人
の
利
益
十
分
確
保
し
指
令
を
與
へ
ざ
る
方
針
を
採
る
に
及
ん
だ
。

(A, 

R

 

難
き
時
代
に
於
て
、
自
然
の
勢
と
し
て
又
必
然
に
、
姐 

一

A
n

 

Introduction to 

the 

History 

o
f 

Life 

合
組
織
の
氣
連
は
促
進
せ
ら
るA

:̂
の
で
あ
る
。
尤
も 

一

Assurance, 

p. 
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)

次
ぎ
に
、
當
時
存
在
し
た
る
コ 

血
族
の
_
結
繁
固
な
る
か
、
然
ら
，ざ
る
も
_
家
の
權
カ
一
レ

¥
ア
の
種
類
に
關
し
て
は
、
述
ぶ
可
き
も
の
殆
んど

，； 

广
時
に
勃
興
す
る
時
に
は
、

:斯
か
る
組
合
は
到
底
起
り|

枚
擧
に.

遑
な
き
有
檨
で
あ
る
が
、
今
其
內
畫
要
な
る
も 

得
る
餘
地
も
な
く
、
又
起
る
可
き
必
要
に
も
接
し
な
い|
の
二
三
を
列
擧
す
れ
ば
、
コ
レ
，ギ
ア
•フ
ァ
ブ
ロ
ル

ム 

も
の
で
あ
る
0
を
は
鬼
に
角
、
，共

和

時

代

の

羅

馬

に

あcollegia 

F
a
b
r
o
r
u
m

 

.及
び
コ
レ
ギ
ア
•
ピ
ストルム 

り
て
は
、
斯
か
る
組
合
に
對
し
て
.何
等
拘
束
す
る
處
なj 

Collegia 
P
i
s
t
o
m
m

等
は
現
代
に
於
け
る
會
社
や
龃 

ぐ
、
を
の
設
立
は
全
然
各
人
の
自
由
意
思
に
放
任
せ
ら
合
に
類
似
し
、
コ
レ
ギ
ア

•
ボ

:/
チ
フ
ク
ム

Collegia 

る
、
の
有
様

^
し
て
、
勢
ひ
紐
合
の
組
織
せ
ら
る
、
教

:;
:

?
§
江
^

^
コ
レ
ギ
ア
•
ア
ウ
ダ
ル
ムoollegja A

U
'

 

も
增
加
し
'
又
目
的
の
範
園
も
漸
次
搋
張
せ
ら
る>

R
.

g
u

m
m

等

.«
宗
敎
的
の
.コ
レ
ギ
ア
に
し
て
、
コ
レ
ギ 

至
っ
た
:'
°
か
ぐ
て
其
勢
カ
仲
>
條

り

，
難

き

も

の

ぁ

-
^
、

.
ア
、ク
ェ
ス
ト
ル

.ム

Collegia 

Q
u

仞st
o
r
u
m

コ
レ
ギ

ア*

デ
ク
リ
オ
ル
ム

Collegia D
e
c
r
i
o
r
u
m

は
政
治
的

コ
レ
ギ
ア
で
あ
る^Dictionary 

of Greek and R
o
-

; 

.

. 

,

m
a
n

 Antiquities, 
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.又
コ
.レ
ギ
ア
* 
ア
ル 

チ
フ
ク
ム

collegia A
r
t
i
f
u
c
n
m

及
び
コ
レ
ギ
ア
•メ
 

ル
カ
1
ル
ら 

collegia 

M
e
r
c
a
t
o
s
m

 

は

-x
E
及
ひ
商

質
の
コ
レ
ギ
ア
に
し
て
、
經
_
學
上
典
味
多
き
硏
究
の
，
 

對
象
で
あ
る
。

一

pajghave. 

Dictionary 

of Political

E
c
o
n
o
m
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pp, 

3
2
0
-
1
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尙
時
代
の
經
過
は
»*
り
に 

新
規
の>

>

ギ
ア
朝
興
を
促
し
て
止
ま
す
、
専
ら
埋
葬 

を
目
的
と
す
る
コ
レ
ギ
ア
。フ
ネ
ラ
チ
カ

Collegia 

, 

Funeraticia

及
び
社
交
を
目
的
ぐ
し
す
る
コ
レ
ギ
：ア
•
ミ 

/ 

 ̂

A 

collegia M
i
n
o
l
d
m
.

の
如
き
組
合
の
發
生
找 

そ
の1

例
で
あ

る

。

而
し
て
最
後
に
此
處
に
叙
述
せ
ん 

ビ
す
る
も
の
はn 

y

ギ
ア
•

7*
ヌ
ィ
オ
ル
ム

0
0
1
1
€
叹
2
, 

T
e
n
u

o-r
u
m

に
しV

、
こ
は
自
由
民
及
ひ
時
に
或
は
奴
'

n

レ
ギ
ア
の
^i

質
ft
前
述
せ
る
が
如
く
、
本
來
> V®

 

目
的
の
爲
め
に
數
人
の
結
合
す
る
の
謂
な
り
し
が
、
然 

か
も
を
の
間
み
な
多
少
の
宗
鈥
的
意
義
を
帶
び
ざ
る
ち 

.
の
は
殆
ん
ど
無
く
、
敗
砂
の
組
合
は
勿
論
、
工
匠
の
組 

一
‘合
も
隣
保
の
組
合
も
、
it
等
し
く
組
合
員
の
息
災
i
幸 

福
を
掌
る
守
®
神
を
有
し
、
組
合
^
其
守
讖
神
の
爲
め 

|

に
時
々
银
典
を
擧
行
し
、
供
物
を
献
納
す
る

.

等
神
威
を 

,

和
ぐ
る
奉
仕
を
、
組
合
の
一
職
務
と
做
す
習
慣
で
ぁ
つ 

一
た
。
乍
併
、
時
代
の
推
移
は
組
合
を
し
て
其
行
は
る
、 

,
1

範
圍
を
擴
張
せ
し
め
、
宗
敎
的
意
_
は
全
然
脱
離
す
る 

こVJ

能
は
ざ
b
し
ど
は
雛
、
漸
次
其
特
腐
は
鮮
明
を
缺 

ぎ
稀
薄
ど
な
る
を
免
れ
な
か
つ
た
。
コ
レ
、ギ
ア
は
其
主 

i

要
f

職
務
を
、

一
個
人
を
以
て
し
て
は
到
底
埋
葬
を 

行
ふ
こ
と
能
ば
ざ
る
が
如
き
人
々
の
爲
に
、
之
が
费
用 

を
豫
備
す
る
一
事
に
#
し

、

之
が
方
法
ビ
し
て
死
^
せ

隸
を
ネ
包
括
す
ろ
市
民
及
び
小
富
者
階
級
の
圈
體
で
あ
.

る
組
合
員
の
相
續
者
咚
マ
定
の
金
額
を
交
付
し
、
或
は 

つ
た
V
の
で
あw

o
(
A
;

 F. 

J
a
c
v
o
p
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、

乍
沒
眞
の
コ
レ
、ギ
ア
。タ
ヌ
ィ
オ
ル
ム

Collegia 

■ T
e
n
u

o-r
u
m

な
る
も
の
は
、
典
同
慕
地
又
は
慕
#
を 

府
す
る
も
の
で
は
.な
か
つ
た
。
そ
の
間
の
詳
細
な
る
事 

於
は
、
3i
嚴
型
と
も
稱
す
可
き
ラ
ヌ*

ヒ
ク
ムLauuvi- 

、u
m

の
ロ
レ
ギ
ァ
の
記
錄
を
俟
た
ば
ヽ
明
確
に
窺
知
す

る
を
^
‘る
。
ラ
ヌv

ビ
ウ4. W
稱
す
る
は
ユ
ビ
ア
ン
野
道 

A
p
p
l
a
n
r
o
a
d

に
沿
ひ
て
羅
埸
を
去
る
十
哩
の
地
に
あ

;

る.1

赛2EJ-R
-

し
て

_女
1)1
»

、シ
-ユ
■ノ
3>

，ソ
.ス
ビ
タ

J
.
G§ 

s
o
s
u
t
a

の
信
仰
她
ビ
し
て
有
名
な
る
處
で
あ
る

0
而 

し
て
同
地
の
コ
レ
■ギ
ア

Coilegfa 

cultorum 

Dianae 

et 

A
n
t
i
n
o
i

は
、
羅
揭
人
の
宗
敘
上

k
於
け
る
凡
て 

の
行
動
中
、
最
も
赏
¥
な
る
部
分
を
占
ひ
る
祭
典
を
記 

念
す
る
目
的
攸
て
、
紀
元
西
三
十
三
年
ハ
ド
リ
ア
ン 

H
a
d
d
a
n

祟
带
の
治
世
に
於
て
、
ダ
ィ
ア
ナD

i
s
a

 

，及
--

び
‘

K

ン
チ
オ
ノ
スA

^
t
i
o
n
o
u
s

を
守
弊J

 VJ

し
て
設 

立
せ
ら
れ
た
る
％
の
で
あ
る
。
现
在
に
存
績
す
る
該
コ
'

第
十1

號

で

エ

〇

‘ 

レ
ギ
ア
の
紀
元
瓦

.
|ニ
十
六
年
の
記
錄
を
見
る
に

_、
紐
八

" 

は
凡
：て
の
新

;;
1
入
者
ょ
り
大
約

 

一
ff
ゼ
ス
ク
ル
チ

CO
? 

sterti 】 

o
r 

Sesterces (

凡
そ
十
五
志

)

の
加
入
料

V
J
m 

酒

1

^
を

納
付
セ
し
め
、

#
;
2:五
ア
セ
メ
 

(

^

|

そ14

片
强)

の
組
合
费
を
微
收
す
る
规
衆
に
し
て
、
舍 

觀
滯
納
S

除
名
處
鍫
行
ひ
て
爾
_

票

藤

せ

ざ
'る
事
ど
し
た
"
加
.ス
科
ミ
し
て
美
酒
を
微
收
す
る
乙 

|

と
は
、
頗
る
典
味
多
き
规
足
を
設
け
た
る
も
，の
に
し
て 

一
こ
は
-

-̂|
;
古
代
羅
®

一
 

般
に
行
れ
々
：る
惯
習
に
從
て
、

龃
合
»
相
曾
合
し
て
典
同
の
祭
典
を
擧
.げ
.て
1

鮮
を 

|

犒
ふ
.揚
合
、
#
»
を
供
物
ど
す
る
の
必
耍
か
ら
出
た
も 

j
の
ビ
思
は
れ
る

"
乍
併
、
コ
レ
ギ
ア
は
#
刀

I
IO
J
ょ
め 

I
も
多
か
ら
ざ
る
程
度
に
集
會
を
他
し
、
或
は
^
典
や
® 

樂
を
行
ふ
を
唯
一
の
0
的
^
す
る
も
の
に
#
ず

し

て

.、

そ
の
眞
の
而
自
は
飢
合
眞
の
死
亡
に
際
し
て
葬
奴
を
支 

出
す
•る
こVJ
に
亦
し
た
。
即
ちn

レ
ギ
ア
は
龃
合
M
屮 

,.
,
(
?
*
A
1
^

に
篛
し
て
le
t
、
葬
费
：.

F

 uneratfcf y m
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p
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1
4
#
|
5
^;
隶
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し
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^
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c
'V
J
C
I'o
'
p
a
.
e
d
i
a
^
v
a
v
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A
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F. 

Jac
k
'
o

'̂ 

§

K

$

U

.其
內
五
：十
セ
ス
タ
ル
チ
を
葬
列
の
間
a
t
, 

pp. 

IVO
ム
1
>尙
、富
裕
な
る
市
仪
の
任
意
0
寄
附
を 

に
：：

散
b
た
。
而
し9.

死
者
が
ラ
ヌ
ビ
ゥ
ム
ょ

b
. ニ
.十

哩

^'
«

して、

-1
レ
ギ
'ァ
の
；财
政
翁
々
澗
澤
^

な
>
た̂
，る 

.以

.內
に
あ
る
時
は
'、
通
.知
に
.接
す
れ
ば
コ
レ
ギ
ァ
ょ
り
時

f
常
り
て
は
、

^

®
放
、
乃
ち
®
婦
孤 

.
2

_

.代
表
者
を
派
遒
し
、
、埋
»
の
終
：了
後
法
民
に
報 

一，：S
の
扶
助
を
も
併
せ
行
.ひ
、
漸
次
现
代
に
於
け
る
.保
險 

#
を
齋
す
例
に
し
て
、
節
欺
.は
五
倍
の
罰
金
を
賦
課
し
，\

金
.支
*
^
:間I

:0
0
的
を
帶
■ぶ
る
も
の
と
な
る
.に
茧
つ 

て
，響

な

る

.取
締
を
な
.し
.、
偫
ー
名
，に
就
き
ニ
十
.セ
ス
一
た
。且

0
今
.一
つ
現
代
の
親
約
$
類
似
せ
る
は
、
@
殺 

夕
ル
.チ
を
限
つ
て
.、
往
«
旅
1
,と
し
.て
使
用
す
る
.こ
ビ 

一
*
.J>
fJ
し
て
は
葬
费
を
支
‘出
せ
ざ
る
规
觉
^
し
て
、

m 

を

許

さ

れ

：
：て
，

®
允
’。®
に
、若
し
死
者
3
十
«
以
上
を
啤\

殺
し
セ
る
時
：は
凡
て
^

に
：對
し
て
有
す
る
請
求
の
：權

s

p

 :

刺
を
喪
失
す
る
も
の
と
し
て
居
れ
。

.

’

:
_

し
找
*
者
は
市
爯
權
を
有
す
る
者
七
名
^
證

人

を

.羅
馬
の
帝
政
時
代
は
ま
れ
，̂
國
主
義
脔
能
の
時
代
ャ 

i

て

經

た

る

！g

明
铍
を
送
付
す
：れ
ば
S
葬
®
.の
:一
 

あ
づ
仅
。
羅
埸
は
宴
に
當
時
il
t
界
第
一
の
g

M
を
_

 

‘4
^
5
3

を
受
く
る
：を
#
た
。
S

M
に
對
し
.‘て
は
其
.效
カ
を
る
跟
隊
、總
勢
三
十
與
を
艇
ゆ
る
*
カ
を

»
し
て
、宇

ft 

..
'
靡
認
'1
;
、
邀
言
を
な
^
す
し
て
死
せ
：る
考
歌
，.對
し
て
_

を
脾
睨
し
、
闼
海
を
威
腿
し
て
居
た
も
の
で
あ
る
。
而 

:懷
0
次
第
を
住
|

|
§
し
.て

決

：龙

し

、
：
，
奴

'«
の
.死
*
0に

.し
て
こ
.れ
等
の
大
#

_
は
十
七
歲
立
り
四
十
豇
歲
迄
¥
 

.餘

髮

太

農

體

‘の
観
を
拒
絕
し
^
る
，
峙

は

、
'年
身
* 

■
'翁

狀
服
す
可
き
義
務
を
負
ふ
策
^
ょ
り
選
狨
せ
ら
れ
、
ノ 

,
,像

^

^

^

て

都

儀

を

行

'つ
たI

w
a
H
o
r
d
/
p
h
e
J
n
s
u
r
i
e

步
共
一
個
聯
隊
は
四
千
五
再
人
、
•後
に
坍
加
せ
ら
れ
て 

-(l
:
M
O

出

雜

錄

保

f

上
に
於
け
；
V 
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ァ 

馆
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號

1
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*
*
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'

し1、dv；4
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K
へ3. 
深
紙
樣

、
âh 

L

r

承
三

盤

(

1
五
0
八)

雑

錄

保險史上

1
1於
け
る
ゴ
>
ギ
ァ

锫
十
一
號 

一
ニ
ニ

六

千

人

に

よ

ぅ

て

編

制

せ

ら

れ

.,
%

騎

兵

は

富

裕

な

る

市
 

民
の
靑
年
子
弟
よ
b
任
命
せ
ら
れ
、
各
兵
士
は
武
器
の 

繰
法
に
熟
達
し
、
訓
練
S
力
倆
の
：雨
者
を
具
備
す
可
き 

様
獎
B
せ
ら
れ
て
居
た
。
而
し
て
羅
馮
の
出
征
將
軍
に 

對
す
る
最
大
の
敬
意
は
、
凱
旋
式
擧
行
の
名
#
あ
る
權
. 

利
'を
$

せ
し
む
る

こ

と

に
し
て
ヽ
;實
際
に：

於
て
屢
盛 

大
無
比
の
壯
觀
が
、
市
民
を
熱
狂
せ
し
め
た
る
は
洽
く 

史
家
の
承
認
す
る
所
で
あ
る
。(

R

.

r
A
^
M
e
y
v

 His- 

tory of 
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然
し

て
政
府
が
講
じ
た
る一

般
典
士
の
優
遇
方
策
な
る
も
の 

は
、
ド
ナ
チ\

 

D
o
n
a
t
i
v
a

乃
ち
時
に
隨
ひ
慰
勞
0
膾
，
 

與
を
行
ひ
、
或
は
年
金
制
度
を
設
け
た
れ
ど
も
、
資
格 

制
限
に
よ
り
て
此
の
恩
典
に
浴
，す
る
能
は
ざ
る
多
數
の 

;兵
士
を
出
し
て
、
十1

一
分:

の「

功
績
を
見
ず
、
.

(

可

惜

、::
ー 

:

將
功
成
ぅ
て
萬
骨
粘
る
の
嘆
が
_

つ
た
。{A

 FVJack, 

op. 

cit, 

p
*2
3)

然
る
に
、
.：時
、

恰
も1

般
市
民
の 

間
に
はh V

ギ
ァ
の
龃
織
が
奔
轉
の
勢
を
以
て
流
行
す

る
の
時
に
會
し
た
れ
ば
、
隨
て
軍
隊
の
內
部
に
於
て
も 

亦
各
純
0!
コ
K
ギ
ア
盛
ん
に
組
織
せ
ら
る
、
を
見
た
？

，J

の
軍
隊
内
の
コ
ド
ギ
ア
は
彼
の

C
o
m
p
a
g
n
o
n
n
a

/Qes 

'に
似
類
し
、
之
が
機
關
ど
し
て
は
諸
地
方
に
支
部
を
設 

M
し
、
其
目
的
は
衛
戍
地
を
交
迭
す
る
丘
ハ
士
に
旅
费
を 

支
給
し
、
退
役
者
に
一
定
の
金
額
を
給
付
す
る
に
あ
り 

て
、

一
種
の
老
廢
又
は
獲
老
保
險
の
性
質
の
も
の
で
あ 

つ
た
0

:
遮
莫
、
羅
馬
の
コ
レ
ギ
ア
が

如
何
な
る
程
度
迄
、
相 

.互
扶
猶
を
目
的
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
た
る
_
體
な
る
や 

に
就
き
て
、
從
來
諸
學
齋
の
說
く
所
を
窺
ふ
に
、
モ
ム

セ
ンg

o
m
m
s
e
n

は

コ

レ

ギ

ア
!.
,
ズ

ヌイ
オ

ル
ム

0
0
1

Hegia T
e
n
u
l
o
s
m

と
は
、
軍
'に
埋
葬
の
場
合
に
扶
@ 

の
實
を
擧
ぐ
る
に
止
ら
ず
し
て
、
尙
又
其
外
の
場
合
に 

於
て
も
、
假
令
輕
重
の
差
'は
存
し
た
れV」

も
、
等
し
く 

扶
助
の
行
動
に
出
で
た
る
團
體
な
り
ビ
論
じ
て
ゐ
る
。
 

此
主
張
に
對
し
て
は
賛
成
ず
る
も
の
多
く
、
 

n

レ
ギ
ア

は
單
に
葬
費
の
支
出
に
就
き
て
の
み
唯
一
の
使
命
を
有o

e
b
a
u
e
r

も
亦
同
.
.

1

の
意
見
を
抱
懷
し
、一

步
を
進
め 

す
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
ビ
を
|

し
て
ゐ
る
。
：畢
竟
す
' 

て
、
犟
に
傷
害
及
び
疾
病
等
：に
當
6
て
組
合
員
を
扶
胸 

る
に
、
軍
に
雜
费
に
就
き
で
抉
助
を
な
す
コ
レ
ギ
ア

•

す
る
に
止
ら
ず
と
な
し
、
又
其
埋
_
费
支
出
は
死
£2
サ 

フ
ネ
ラ
チ
力

c

o

m
 

F

l

l

a

ば
ヽ
“

レ
ギ
ア
。

る
組
合
員
の
遺
族
の
生
活
改
善
を

a
的
ミ
す
る
保
繁 

テ
ヌ
ィ

J

ム
の
ー
小
種
類
s

r
ず
、反
之
、
凡
て
の
一
の
性
質
を
有
す
S

張
し
て
ゐ
る
。
尙

、

彼

は

®

隊
コ 

コ
\

<
ア

。
テ

ヌ

ィ

オ
^
ム
ば
悉
く
コ
レ
ギ
ア

.
フ
ネ
ラ
レ
ギ
ア
に
就
き
て
も
同
様
の
見
解
を
持
し
、
騎
兵
旗
士 

チ
カ
で
あ
る
美
に
，
亦
此
の
以
外
に
特
殊
の
目
的
にC

l
i
n
e
s

の
コ
レ
ギ
ア
に
依
ト
て
組
貪
の
死
§

 

對
し
て
も
夫
々
活
動
I

■

も
の
で
ぁ
る
。P 

:

:
.

際
支
挪
る
、
音

デ

ナ

-
.
O

I
は
、
S

額
は
谷 

ツ
ヒL

o
e
n
i
g

は
、
コ
レ
ギ
ア
と
は
中
流
以
下
の
階
紙
に
：
入
の
自
由
意
思
を
以
て
決
せ
I

 
y
R

t
ず
S

、
 

®
す
る
者
が
、
相
亙
狀
助
の
目
的
を
以
て
構
成
せ
る
園
ー
を
の
內
に
は
遺
族
®
爲
め
に
支
給
せ
ら
る
、
金
額
の
存 

踏
こ
ノ
C
、
其
舌
動
方
而
ば
—
な
ら
す
ミ
云
ひ
、
リ
ベ\

す
る
こ
と
を
，認
め
で
ゐ
る
。夫
れ
の
み
な
ら
ず
、服
役
滿 

::^
<
L
i
e
b
e
n
a
m
«
、
®

::
;:
:!ノ、
疾
病
&
び
傷
害
に
際
し
1:
栩
互
扶
助
を
行
ふ
も
の
,'
ー
：廢
或
は
養
老
保
險
ミ
同
ー
.意
義
に
出
で
れ
る
も
の
な
り 

に
し
てI

般
的
の
自
助
的
結
合
f

s

.論
じ
、

I

ラ
士
論
じ
て
ゐ
る
。
乍
併
、
ゲ
バ
ゥ
エ
ル
の
こ
の
所
論
に 

.ム
パ
工
シ
ス

L
l
a
e
s
i
s

の
軍
隊
コ
レ
ギ
ア
は
各
方
面
對
し
て
は
，
そ
の
支
挪
金
額

S

額
f

し
事
實
は
、
 

こ
亘
れ
る
相
互
扶
肋
組
合
に
し
て
、：
一
種
|

害
及
び
反
對
の
證
左
に
裏

f

る
も
の
に
し
て
、
こ
の
雲
を 

生
命
保
險
な
り
と
な
し
て
ゐ
る
。
觅
に
，ゲ
バ
ク
工

V

同
氏
の
云
ふ
が
如
く
技
術
的
囊
の
廳
な
り
し
こ
ビ

.第
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錄
霞
制
鹿
泰
故 

取
歸
す
る
も
、
，.淌
十
分
0
»'
說
な
り
.と
；云
ふ
^-
得
な
い 

彼
等
の
0
如
ミ
す
.る

所

は

'、

コ

レ

ギ

ア

•
テ
へ
ヌ
，
ィ
オ
レ 

ム
の
免
ぐ
葬
儀
裂
を
支
相
す
る> j

と
に
存
し
ヽj

识
の 

娌
葬
鉗
合
で
あ
夕
た
に
過
ず
ぬ
も
0
で

、
、
^

他

に

關

し
 

て
相
違
す
'る
點
0
存
在
す
る
は
餘
む
麗
要
な
る
性
質
0
ン 

•^
の
ヤ
騷
い
の
で
あ
名
。(A. 

F. 

Jack, 

op. 

c
i
r 

.PP: 

,25r9)
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.典
の
一
篇
を
览
す
る
に
當
つ
.て
直
接
間 

搂
に 

^

^

%

&つ把
#
!?
の
！£
-|̂
於
て
、特
K

>
• F. 

.Jack, a
n

 .JntroductioII 

to 

the 

History 

o
f 

Life 

a
s
s
u
r
a
n
c
e

に
は
•負
ふ
所
頗
る
大
で
あ
つ
た
乙
ビ
を
附

.
 

m
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»
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-
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-
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-
-
-
-

-
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-
-
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• 

•
:賃
^

度̂

廢

也

譲

」
(

卞)■ ( 

I 

(

.
■:
'

如

：：\拍

：
.
忠
 

_

::

:
.
.
.
:
: 

§
 . 

.

::

從
滎
漭
に
侬
.る
ェ
錄
の
:1
*

^

-

^

^

^
に
.於
け

tt
E

n

l

第
十 I,

ま

r

s
 

る
®
化
の
^
も
^

^
な
琢
徵
で
め
る
。
然
し
乙

^
^
マ> 

を
似
て
货
龈
制
度
を
滅」

し
さ
す
f」

tは
出
來
な
い
。

M 

生
は
其
；

H

«
の
：
戈

视

を

邡

勞

揭

济

又

は

.
職

エ

組

合

に

娄
 

0

て

负

ほfi
つ

现

狀

の*
ぐ
^
利

子

、

利«|
並

に

地

代
 

\

を
進
掌
中
に
收
：め
る
こ
ど
が
'出
來
る
。
努
働
激
は

:1
;
場 

™
の

擊

理

，：を
^
振
し
..て
の
み
*
支
配
を
»

-4
:
化
す
る
こ
と 

一.

V.

が
出
來
る
0
で
、
3
も
な
ぐ
ば
.徽
等
は
賃
銀
制
度
を
;® 

;
jh
す
る
こ
cl
あ
、
.又
糜
業
を
社
觀
化
す
る
こ
^
名
出
來 

「

な
ぃ
。
,

*

I 

.生
'產
の
管
理
は
目

.的
ビ
し

て
も

手
段
ど
し
て
も
重
^

ヤ
あ
る
そ
は
吾
々
が
».
.設
せ
ん
ビ
す
る
.鹿
業
声
治
紐

\ :
織

：
の

精

：個

で

T

、

產

業

自

治

を
'«
設

す

る

中

心

的

手 

\
段
で
あ
る
。

:

生

*
甚

が

自
.的

の1

部
分
で

あ
る
の
は
詳
言
す
る 

ま
で
も
な
い
。
そ
は
ギ

ル
ド
龃
_
が
侬

て
雞

て
る
產
業 

>

自
沿
0
,全
«
想
か
^

^
讷

に

必

然

的

に

.
換

出

せ

し

思
 

-想
：.で
ぁ
る
。
ナ
シ
”
ヨ
ナ
ル
.•
ギ 

> ド
の
中
心
思
想
及
產

*-
_
治
で
.あ
り
、
其
®
念
は
生
.逄
過
程
の
民
主
的
管
理
. 

-に

其

微

：ー

義

的

表

規

を

見

®.
さ
5

?

vは

な

ら

ぬ

：。
.
::
;へ
：
 

に
從
業
勞
働
者
に
依
.る
工
場
の
赞
理
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル

* 

ギ
ル
ド
の

’
.全
建
築
0'
礎
石
で
あ
る
。

.

し
.生
ま
0.
後
理
は
.目

的

の

，
：一
：
部

分

と

し

：
て

赏

要

な

毛

の

上 

で
あ
を
炉
ら
^
手
段
^
し
て
も
其
を
^
視
す
る
こ
と
ば

I 

出
來
似
。ナ
：シ
ョ
ナ
ル
。ギ
ル
ド
は
1

«
が
其
民
龙
^:
.
|

:

組
織
に
.依
づ
て
資
本
家
官
僚
の
：地
泣
^
代
り
得
る
様
に
，I 

癒
奪
レ
、
現
在
行
へ
.る
濟
现
.釔
：ー：_
盡
に
す
る
に
铱

I: 

つ
て
*,
現
し
得
べ
&
も
の
で
あ
る
。
現
狀
に
於
て
は
資\ 

本
濟
生
活
に
於
け
る
生
產
並
に
交
換
の
兩
方
而 

を
其
_
龙
に
：依
つ
て
支
配
し
て
興
地
代
、：
利
子
並
に
利
：

I

 

潤
^;
'獲

得

す

る

の

で

あ

a
が
、■
そ
樣
多
く
商
接
資
本
家
：
| 

の
丟
に
依
つ
て
寡
戴
務
龄
進
行
す

る

の

；で

?

、
資
本 

家
以
外
の
も
の
で
彼
筝
の
爲
に
働
く
も
の
に
依
つ
て
な 

さ
る
;̂
の
で
あ
る
。
そ
ば
產
業
の
獅
裁
的
管
观
で

あ 

•る
~
.°
'^.

s:
i,(

1
Mニ)

輯

錄

識

'制
度
.糜
I

、
^

^
0.
謙

§

織
の
第
.一
步
は
工
場
組
織
で
あ
る 

而
し
て
，
職
:{
.組
合
0
エ

©

に

於

け

も

勢

カ

が

增

火

し 

て

來(

る

、勞傲洛が

.其
‘
^
攻
勢
を
取
る
;^
は
X
場
に 

於
て
で
あ

る

。

こ
の
範
圍
で
の
商
題
は
月
給
取
隙
誠
を 

其

贅

本

主

義

に

於

げ

る

隸

嵐

か

ら

嘯

エ

組

合

の

'
.
一
分
子 

S
す
る
こ
$
で
あ
る
0
斯
く
の
如
き
:1
:
場
、
鑛
l-
l
i等
に 

於
け
る
.資

本

^

#

主

鐵

に

對

す

る

攻

勢

は

ナ

シ

ョ

ナ 
::

ル
‘
ギ
火
ド
主
賺
の
宣
傅
の
第
一
線
に
©
つ
た
も
の 

で
あ
つ
た
。
而
し
て
集
産
主
義
着
其
他
は
か
，

る

®

®
 

は
视
子
、
.利
潤
並
^
地
代
’の
*
底
に
對
し
て
何
等
の
變 

化
を
も
及
ぼ
す
こ
，ヒ
を
得
‘す
、又
ナ
ン
ョ
ナ
ル
«ギ
ル
ド 

の
政
‘策
の
■

的
弱
_
な
り
ど
し
で
攻
擊
せ
ら
れ
た
が
. 

私
は
以
下
之
に
答
へ
た
いVJ

思
ふ
。

萎
_
し
た
踏
級
は
衰

』

し
す
べ
き
で
あ
る

o

A

類
®
會 

に
於
け
る
階
級
の
勢
力
は
終
厨
其
特
殊
機
能
の
遂
行
に 

依
る
も
の
で
あ
る
"
勿
論
其
機
能
に
は
社
會
的
に
有
用 

の
も
の
、.：も
.然
ら
'ざ
る

.

も
.の
毛
あ
.る

、

反

社#.
的

撒

能

も

,

第
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